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研究成果の概要（和文）：人はなぜ悲しい音楽を聞くのだろうか？これまでの研究により、人は悲しい音楽を聞
いた時に、悲しみだけでなく心地よい感情（快感情）を体験することを明らかにした。しかし、全ての人が悲し
い音楽から快感情を体験するとは限らないであろう。また、私たちはいつからこうした一見矛盾するような複雑
な感情体験をするようになるのだろうか。本研究では、感情のメタ認知という観点から悲しい音楽がもたらす快
感情と関連する個人特性を特定することを試みた。また、発達とともに両者の関係がどのように変化するかにつ
いても調べた。

研究成果の概要（英文）：Why do we listen to sad music? According to our studies, listeners 
experience pleasant emotions as well as unpleasant ones when they listen to sad music. However, we 
can assume that not all people experience pleasant emotions in those circumstances. What is the 
difference between those who get pleasure from sad music and those who do not, and when did humans 
as a whole begin to experience pleasure from sad music? In this study, we examined the relationship 
between personality traits and pleasant emotions that people experience when they listen to sad 
music. In addition, we investigated developmental changes by comparing the children's data and 
adult's ones.

研究分野：音楽心理学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 一般的に、悲しい音楽は鑑賞者に悲しみ
をもたらす。これは多くの先行研究から
も明らかである。感情研究においては、
通常、悲しみは不快な感情であると考え
られていることを前提とすると（文献 1）、
悲しみをもたらす芸術を鑑賞する時、私
たちは不快な感情を体験することになる。
不快な感情の体験は、可能な限り回避し
たいと考えるのが自然である。例えば、
家族や友人など大切な人やペットが亡く
なってしまった場合、私たちは悲しみに
打ちひしがれてしまう。この時、体験す
る悲しみは、快の感情か不快な感情かと
問われれば、もちろん不快なものであり、
人生で何度も体験したいものではない。
できれば、体験することを回避したい感
情である。しかし、日常場面での私たち
の音楽行動を振り返ってみると、私たち
はその時々で聞く音楽を自ら選択してお
り、悲しい曲調の音楽ももちろん聞く。
悲しい曲調の音楽は、聞き手に悲しみを
もたらし、悲しみはできれば避けたい感
情であることを考えると、私たちのそう
した音楽行動は矛盾しないだろうか。 

(2) 報告者は、この矛盾を明らかにするため、
一連の研究を実施した。その結果、悲し
い曲調の音楽が、聞き手に悲しみだけで
なく、「やさしい」「うっとりした」「やす
らかな」などのロマンチックな感情も生
じさせることを明らかにした（文献 2, 3）。
これらロマンチックな感情は、快の性質
をもつ感情であると考えられる。聞き手
が体験する「悲しみ」と「ロマンチック」
は、不快な感情と快の感情という相反す
る感情である。つまり、悲しい音楽は聞
き手に性質が相反する感情を生じさせる
ことを示した。報告者は、悲しい音楽が
聞き手に快の感情をもたらすには、自身
の感情状態を客観的に捉える感情のメタ
認知が必須ではないかと想定した。 

(3) 例えば、上記したが、私たちは大事な人
やペットの死などに直面すると、悲嘆に
くれる。なぜなら、多くの人は自身にと
って重要性が極めて高い対象を喪失した
直後は、自身の感情状態をコントロール
し、客観的に把握することが困難だから
である。例えば、生涯を共にする大切な
伴侶や自分の命に代えても守りたい子ど
もなどを突然亡くしてしまったとき、「な
るほど、今まさに、自分は悲しみを感じ
ているところである」などと、客観的に
自身の感情を把握するより先に、頭が真
っ白になって事態を把握し受け入れるこ
とができず、怒りや悲しみなどの感情に
支配されてしまうことの方が多いだろう。 

(4) 一方、芸術鑑賞は、聞き手が何も喪失す
ることのない身に迫る脅威や危険が存在
しない安全な状況であるため、聞き手は
自分の感情をコントロールすることが可

能になる。ゆえに、たとえ悲しい音楽を
聞いて悲しみに浸ろうが、そうした自分
の感情状態を客観的に把握することで、
悲しみを抑制すると共に、心地よい感情
である快の感情も体験するのではないか
と考える（文献 4）。つまり、自身の感情
のメタ認知が、悲しい音楽がもたらす快
感情生起の原因の一つではないかと考え
る。そして、快感情が生じるからこそ人
は自ら悲しい音楽を聞こうという行動を
取るのではないかと推測される。 

 
２．研究の目的 
悲しい音楽を聞く理由の一つは、聞き手がそ
れによって心地よさなどの快を感じるから
であると想定される。一方、全ての聞き手が
悲しい音楽を聞いて、快の感情を体験するわ
けではないことも容易に予想でき、悲しい音
楽を聞いて専ら悲しみに支配されるか、快を
感じるかは、感情のメタ認知ができるかどう
かによって決定されるのではないかと想定
する。 
そこで、本研究では、まず自分自身の感情の
メタ認知に関連すると考えられる個人特性
を特定することを目的とした。なお、感情の
メタ認知については、幼少期にはまだ能力が
十分に発達しておらず、年齢と共に備わるこ
とが想定される。したがって、本研究では発
達の側面からの比較検討をも行うべく、児童
と成人を研究対象とした。 
 
３．研究の方法 
（1）児童を対象とした実験 
＜実験参加者・音楽＞ 
関東地区の小学 6年生 84名（男女各 42名） 
に対し、グラナドス作曲「演奏会用アレグロ」、
グリンカ作曲「ノクターン」からの抜粋 30
秒（楽譜は文献 3を参照）を聞かせた。 
＜気持ち、選好を回答する尺度＞ 
先行研究で使用した気持ちを表す形容詞の
中から（文献 3）、小学校音楽教師の意見に基
づき、児童でも理解できると想定された 50
の気持ちを表す形容詞を抜粋して用いた。ま
た、各曲に対する選好の程度を尋ねる項目も
含まれた。 
＜個人特性測定尺度＞ 
児童を対象とした本実験は、音楽の授業にお
いて実施された。限られた授業時間の中で一
連の工程を実施するには、測定する個人特性
は一つに絞る必要があった。そこで、自身の
感情のメタ認知を可能とするにあたり重要
であると考えられる対象との関係性に注目
した。悲しい音楽から快を感じるには、先述
したように聞き手に身に迫る脅威や危険、喪
失が存在しないからである。つまり、安全で
ある音楽の世界で展開される悲しみを代理
的に聞き手が享受しているとも考えられる。
この代理性と性質が共通しているのは、他者
への共感性である。他者が辛い状況にある時、
辛い状況に追い込まれているのは自分では



なく、他者であるとの認識があるからこそ、
私たちは悲しみに支配されることなく、他者
に対して慰めの気持ちや助けてあげたいと
いった気持ちを持つ。ゆえに、本実験では個
人特性を測定する尺度として、児童向けに作
成された多次元共感性尺度を用いた(文献 4)。
本尺度は共感的関心(EC)、個人的苦痛(PD)、
視点 取得(PT)、想像性(FS)の 4 因子から構
成された。  
＜手続き＞ 
児童らは音楽の授業において、上記 2 種類 
の音楽を聞き、自分の感じている気 持 ち と
音楽への選好を 5 段階で回答した(1:全くあ
てはまらない〜 5:非常にあてはまる)。その
後、多次元共感性尺度に回答し、最後に年齢
性別に回答して実験を終了した。 
 
（2）成人を対象とした実験 
＜実験参加者・音楽＞ 
成人 55 名に対し、グラナドス作曲「演奏会
用アレグロ」およびグリンカ作曲「ノクター
ン」からの抜粋 30 秒(楽譜は文献 3 を参照)
を聞かせた。  
＜気持ち、選好を回答する尺度＞ 
児童を対象とした研究との比較を行うため、
児童対象研究で使用したものと同じ 50 の気
持ちを表す形容詞および、各曲に対する選好
の程度を尋ねる項目も含まれた。 
＜個人特性測定尺度＞ 
成人対象用の多次元共感性尺度を用いた(文
献 6)。 
＜手続き＞ 
実験参加者らは、上記 2種類 の音楽を聞き、
自分の感じている気持ちと音楽への選好を 5 
段階で回答した(1:全くあてはまらない〜 5:
非常にあてはまる)。その後、多次元共感性尺
度に回答し、最後に年齢性別に回答して実験
を終了した。 
 
４．研究成果 
（1）児童を対象とした実験 
気持ちを表す 50 の形容詞について因子分析
を実施し、3 因子抽出後(各因子を「Sweet 
emotion」、「Tragic emotion」、「Heightened 
emotion」と命名)、各因子と 悲しい音楽へ
の選好、共感特性について共分散構造分析を
実施した。その結果、悲しい音楽への選好に 
対する直接的な影響が有意であったのは、想
像性であった(標準偏回帰係数 = .21)。想像
性は、仮想の状況や場面に自分を置き換えて
想像する傾向性を表す。一方、 日常生活の中
で自発的に他者の心理的観点を取る傾向性
を表す視点取得は、悲しい音楽への感情 体
験の上記  3 因子全てに有意な影響があり
(Sweet emotion: 標準偏回帰係数= .23, 
Tragic emotion: 標準偏回帰係数 = .30, 
Heightened emotion: 標 準 偏 回 帰 係 数 
= .32)、さらにこの 3 因子のうち快の感情
体験 (Sweet emotion)が、悲しい音楽の選好
に影響することが明らかとなった(図 1、AGFI 

= .928, GFI = .974, RMSEA = .000)。本結
果を踏まえると、仮想状況に自分を投影しや
すい児童は、悲しい音楽を好む傾向があり、
他者視点を取れる児童は様々な感情体験を 
経て、最終的に悲しい音楽を好む傾向にある
と考えられる（文献 7）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 共感特性と悲しい音楽に対する感情お
よび選好のパス図 
 
 
（2）成人を対象とした実験 
次に、個人特性としての共感性の発達の側面
から、成人との比較を行い、悲しい音楽に対
する快感情と関連する共感性について調べ
た。ここで留意すべきは、共感性は性差が指
摘されている特性でもあり、比較に当たって
は性別を統制し、厳密に年齢による差を検討
する必要があった。そこで、今回は女性にお
いて児童と成人で比較検討した。 
成人を対象とした実験結果も、児童対象時と
同様に、気持ちを表す 50 の形容詞について
因子分析を実施し、「Sweet emotion」「Tragic 
emotion」、「Heightened emotion」の 3 因子
を抽出した。悲しい音楽を聞いた時に生じる
感情である各因子（「Sweet emotion」、「Tragic 
emotion」、「Heightened emotion」）と、個人
の共感特性4因子（共感的関心、個人的苦痛、
視点取得、想像性）のそれぞれの組み合わせ
について、相関係数を求めたところ、児童に
おいては、悲しい音楽を聞いた時に生じる快
感情と視点取得について有意傾向を示した
（r=.280, p<.1）。成人になると、悲しい音
楽を聞いた時に生じる快感情と視点取得に
ついて有意な相関を示すようになった
（r=.329, p<.05）。これらの結果を統合する
と、悲しい音楽がもたらす快感情と関連する
個人特性の一つは、共感性の中でも視点取得
という特性であることが明らかとなった。両
者の関連性は、年齢が上がると相関も強くな
ることがわかった。「もし、自分が A さんだ
ったなら」という他者の視点を取るというこ
とは、自分の中に第三者を置き、その第三者
を客観的に見るということである。その高度
なメタ認知はどのように発達し、どの段階か
ら悲しい音楽がもたらす快感情と有意な相
関を取るようになるのか、さらに詳しい検討
は今後の課題である。 
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